
 

 

問１）〇  

中秋の名月といっても、まん月とはかぎりません。まん月前のことがけっこうあります。まん月あとのことはまれで

す。まん月といっちするのは、だいたい３年に１回くらいです。今年はその年にあたります。 

月の動くスピードのぶれや、月れいと日づけのタイミングによってずれがおこります。 

 

問２） ウ がまちがえ 

ススキのくきは中が空どうで、神様の宿るところとされていました。 

また、イネのしゅうかくに間に合わないこともあったので、イネに見立ててススキをお供えしたといわれています。 

 

問３） ウ の 「とおかんや」 

十日夜は、もともと東日本で行われていた農作物への感謝の気持ちをささげる「収穫祭」（しゅうかくさい）でした。

「かかしあげ」といって、お世話になった「かかし」におそなえものをして、お月見をさせてあげる地方もあったそ

うです。それが旧れきの１０月１０日の月ということです。ちなみに今年の ３回のお月見は、新れきでいうと 

中秋の名月（十五夜）    ９月２１日（旧れき８月１５日） 

十三夜（後の月）のお月見  １０月１８日（旧れき９月１３日） 

十日夜（三の月）のお月見  １１月１４日（旧れき１０月１０日）         

 

問４） ウ のまん月のころ    

手がかりになるワードは、【月のいい】【かげぼうしをふみふみ】の二つです。   

まず「月かげ」ができるのは、やはり大きな月の方がいいですね。するとまん月がいいことになります。歩いている

人の「かげをふみふみ」ということは、午後８時とか９時ごろにちょうど等身大かそれより少し長いくらいの影がで

きているとになります。三日月は、すでに西の空に低くなり、月かげどころではありません。半月も少し西がわにか

たむきはじめ、かげをつくるにはちょっと力不足でしょう。したがって、夜８時とか９時ごろに南東から南にかけて

見えているまん月からまん月少し前の月が一番しっくりくることになるでしょう。 

    

問５）ア、イ、ウ それぞれに理由があるので、すべて正解！ 

１２この理由・・・１年間に月は１２回あるから、それに合わせた。 

１３この理由・・・１年間に月は１３回ある年もあったから。 

昔は、月の動きをもとにしたこよみと実さいの

きせつのずれがおこらないように「うるう月」

とよばれる、びちょうせいの月を約３年に一度

いれて、一年で１３回の月がある年をつくって

いました。ただ、1年のうち、どこにそのうる

う月を入れるかは、少々やくそくがあるようで

す。うるう１０月とか、うるう４月とかよばれ

ていました。旧れきのカレンダーを見るとそん

な月の名を見ることがありますね。           

１５この理由・・・単に十五夜ということにか

けたのでしょう。 

 



問６） イ の ６７％ 

気象庁の tenki.jp によると、６７％とあります。やはり秋の長雨の時期なんですね。 

二回目のお月見「十三夜」は、ぐっと晴れのかくりつが上がり、『十三夜にくもりなし』といういわれもあります。

きっと十日夜（とおかんや）はさらに晴れが多いことでしょう。 

 

問７） 〇 

ほかに、ロッ〇〇ア、ケ〇タ〇〇ーで、かくにんできています。まだほかにもあるかもしれません。 

 

（満月：スタッフのつとむさん撮影） 

 

 


